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林 慶 氏 の 死 を 悼む 


岩瀬 





ここ 
1959 年 12 月 12 日 自室 に て 


林 慶 氏 と は 1927 (昭和 2 ) 年 以来 35 年 に わた る 永い 
付合い で あっ た . 林 氏 も わた くし 同様 病身 で あっ た 
が , 近年 は 病状 も 安定 し , し か も 標本 室 と 研究 室 が 完 
成 し て , 意気 すこ ぶる 盛ん の よう に 思わ れ た ・. 昨年 10 
月 初め に は , 日 本 昆虫 学会 大 会 の た め に 上 京 し た チョ 
ッ ウ 仲間 で , 林 氏 を 訪問 し た 人 も 多く , 亡くな られ る 1 
週間 前 まで は , きわ め て 元気 の よう に 聞い て いた . そ 
れ な の に 10 月 21 日 朝 突 然 の 悲 報 を 受け て , まこ と に 系 
然 と し て し まっ た ・ 日 本 の チョ ツウ 学界 の すぐ れ た 指導 
者 と 自 他 と も 許し て いた 同氏 の 急逝 は , われ われ に 
と っ て も 計り 知れ な い 損 失 で ある . 心から 同氏 の 永 眼 
を 悼む と 共に , ど と 冥福 を 祈り , 旦 つこ 遺族 の 方 々 に お 
く や み を 申 上 げ る .・ 

林 氏 は 優れ た 頭脳 と , 鋭い 観 窪 力 と ,。 ね ば り 強 い 熱 











太郎 


心 さ を 持っ て いた . 鋭い 観察 力 は 分 類 学 者 と し て の 
得難い 武器 で 。 ハヤ シミ ドリ シジミ の よう な sibling 
Species の 発見 に 偉大 な 効 を 奏し て いる . ね ば り 強 い 
熱心 さ は , 身 に つい た 技術 と 相まって , チョ ウ の 飼育 
特に 累代 飼育 に , 他 の 道 随 を 許さ ぬ 境地 を 開い て い 
る . 林 氏 の 飼育 し た チョ ウ が , 野外 で 成長 し た も の よ 

り 大 きく て 立派 な の は 有名 で , な か な か まね の 出来 な 
いと ころ で ある . 優れ た 頭脳 は , 林 氏 の 会 話 の 中 に も 
現われ て いた し , 論文 の 中 に も 随所 に 見 ちら れる. 特に 
絶筆 と な っ た 本 誌 12 巻 4 号 (15 周 年 記念 諭 文集 ) の 「 日 
本 産 蝶 類 に 現われ た Homoeosis の 数 例 」 を 読む 時 , 
その 感 を 深く する . 

林 氏 の 研究 は 発表 きれ た も の が 比較 的 少 い と いわ れ 
て いる が , それ は 氏 の 完全 を 求め る 性 質 の 現われ で 
氏 の 怠慢 の 故 で は な い . し か し , 多く の 業績 が 未 発表 
の まま 埋 れ て し まっ た の で は , 誠に 心残り で ある . 氏 
に 直接 指導 を 受け た 幾多 の 俊秀 の 手 に よっ て , 発表 さ 
れる の を 切望 し て や まな い . 屋久 島 の ミヤ マカ ラス ア 
ゲハ の 深 代 飼育 , 山梨 県 千代 田 湖 (?) の ミヤ マシ ジ 
ミ の 累代 飼育 , 共に 美 事 な 異常 型 を 生ずる 系 統 の 研究 
で ある . ギフ チョウ や ウス バシ ロ チ ョ ウ の 全国 的 変化 
も ある し , ゼ フ ィ ル ス 類 の 飼育 か ら 生 ずる 種々 の 変化 
の 話し ゃ 開い て いる . また 青森 県 の 下山 健作 氏 と の 共 
同 研 究 と も いう べき , 浅瀬 石川 洪 谷 の 蝶 相 の 詳し い 研 
究 も ある と いう . 

林 氏 は 1942 (昭和 17) 年 頃 か ら , 主として 遺伝 研究 




















ミヤ マカ ラス アゲ へ 白眼 の 系 統 ( 林 慶 氏 飼 育 品 ) 
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に 中 心 を お いて , チョ ウ の 飼育 を 始め た と の と と で , 

病気 に な られ て か ら は , 自宅 の 庭 に 食 草 を 植え , 全国 
の 同好 者 か ら 材料 を 得 て , チョ ウ 全 般 の 飼育 に 精 を 出 
され た . 特に 林 氏 を 有名 に し た も の は , 成虫 採集 時 代 
に こも ゃ も 力 を 入れ て いた ゼ フ ィ ル ス 類 の 。 越冬 卵 採集 に よ 
る 飼育 で あっ た . し た が っ て , 林 氏 の 発表 され た も の 
に は , ゼ フ ィ ル ス の 生活 史 に 関す る も る の が 多い . その 
著作 目録 (Insect Magazine 57 号 , 林 慶 先生 追 恒 
号 , 1962) を 見 て も , 1950 年 科学 画 報 の 「 ミ ドリ シ ジ 
ミチ ョ ウ の 冬 越し 」, 1952 年 新 昆虫 の 「 ゼ フィ ルス 類 
の 人 冬期 採集 と 飼育 」, 1956 年 同誌 の 「 ゼ フィ ルス 写 
真 集 ] な ど ゼ フィ ルス 関係 が 目立つ . チョウ 全般 の 生 
活 史 に わた る も の は 1952 年 新 昆 虫 の 「 蝶 の 生態 写真 
集 」, 1953 一 6 年 子供 の 科学 の 「 チ ョ ウ の 生活 史 研 究 
1 25」, 1951 年 の 「 学 生 版 日 本 幼虫 図鑑 」, 1959 年 の 

「 卓 本 幼虫 図鑑 」 な ど が ある . 

分 類 ・ 分 布 方 面 の 著作 で は , 1951 年 新 昆 虫 の 「 本 邦 
類似 蝶 の 解説 」 同年 の 「 日 本 蝶 類 解説 】 な ど が , チ 
ョ ツウ 愛 好 家 の 絶好 の 手引 き と な っ た も の で ある 。 林 氏 
自身 が 命名 し た チョ ウ と し て は , 本 誌 6 巻 4 号 (1955) 
の キマ ダラ ルリ ッ ツバメ の 岩手 県 亜 種 (英文 ) Spindasis 
takanonis septentriontss が が ある. 氏 の 名 を 冠 し た チ 
ョ ツウ と し て は , 前 記 の ハヤ シミ ドリ シジミ Favonius 
Cultramarinus) hayashit SHIROZU (昆虫 19 巻 2 号 ) 
が ある が , と の 基本 標本 と し て 指定 され た も の は , 林 
氏 の 1934 年 7 月 28 日 群馬 県 林 名 山 採集 品 で ある . この 
他 白 水際 博士 と の 共著 Favonius latifasciatus, ヒロ 
オビ ミド リシン ジミ が ある が か が, 基本 標本 は 指定 され て い 
人 ない. 

林 氏 の 残さ れ た 標本 は 5・6 万 頭 , 1 説 に 9 万 頭 を 
越す と いわ れる . その 殆 ん ど が 日 本 産 の も の で あり , 
また 飼育 品 の 多い の が 特長 で ある . と この コレクション 
の 保存 と 活用 に つい て は , 特に 我国 の チョ ウ 愛 好 家 の 
協力 を 必要 と する ・. 幸い に 林 氏 が 永らく 指導 し て 来 ら 
れ た 多数 の 優秀 な 若い 愛好 者 が 居り , その 多く は 日 本 
鱗 麹 学会 の メン バー な の で , その 人 々 に よせ る 期待 は 
大 きい 
林 氏 は 古く 蝶 類 同好 会 (Zephyrus), 貝 同好 会 ( 虫 の 
世界 ), 関西 昆虫 学会 (雑誌 ・ 会 報 ) その 他 の 会 員 で 





あり , 死去 当時 は 日 本 昆虫 学会 , 動物 分 類 学会 , 日 本 
鱗 現 学会 等 の 会 員 で あっ た . また 多く の 同好 会 の 特別 
会 員 で も あっ た . ペン ・ ネ ー ム , 林 慶 二郎 . 

(15/I 1963) 


林 鹿 氏 略 歴 


1914 (大 3 ) 11 月 26 日 東京 市 下谷 区 元 黒門 町 に て 出 
生 

1921 (大 10) 4 月 東京 高等 師範 学校 附属 小学 校 第 1 
部 に 入学 

1923 (大 12) 9 月 関東 大 震 災 , 枚 橋 に 転居 . 小学 3 
年 頃 よ り 昆 虫 採集 を 開始 

1927 ( 昭 2) 4 月 東京 高師 附属 中 学 第 1 組 に 入学 

1933 ( 昭 8) 4 月 第 一 高等 学校 理科 に 入学 

1936 ( 昭 11) 4 月 東京 帝国 大 学 農 学部 農芸 化学 科 に 
入学 

1939 ( 昭 14) 4 月 
に 勤務 . 戦時 中 
産 を 指導 

1945 〈( 昭 20) 病 を 得 て 石 川 県 宇 出 津 に 疎開 , 静養 , 11 
月 帰京 . その 後 三楽 酒造 退社 

1951 ( 昭 26) 6 月 日 新書 院 よ り , 最初 の 著書 「 日 本 
蝶 類 解説 」 を 出版 

1952 ( 昭 27) 9 月 「 世 界 の 昆虫 展覧 会 」 へ 標本 を 出 
品 (上 野 ・ 国 立科 学 博物 館 ) 

1957 ( 昭 32) 10 月 日 本 昆虫 学会 創立 40 周 年 記念 「 世 
界 の 昆虫 展 」 へ 標本 を 出品 (日 本 橋 ・ 白 木屋 ) ; 2 
日 , 天皇 陸 下 ご 来場 

1959 ( 昭 34) 7 月 北 際 館 より , 
出版 蝶 の 部 を 担当 

1961 ( 昭 36) 9 月 標本 室 ・ 人 研究 室 落成 

1962 ( 昭 37) 10 月 21 日 板橋 区 南町 23 の 自宅 に て 死去 
享年 47 才 10 ヵ 月 , 研 法 院 慶 岳 慈 雲 居士 , 遺族 母 堂 つ 
る , 倒 弟 八郎 


農学 士 , 三楽 酒造 研究 所 (川崎 ) 
熊本 県 八代 工場 に て プ ブタノール 生 








「 日 本 幼虫 図鑑 』 を 








日 本 鱗 丈 学会 会 報 “ 蝶 と " 
日 本 鱗 燃 学会 
大 阪 市 束 区 今橋 3 丁目 18 緒 方 病 院 内 
振替 口座 京都 15914 番 電話 北浜 (231) 3255 代 
1963 年 6 月 30 日 
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